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平
成
27
年
度

  

村
政
に
対
す
る
所
信

特  

集

新緑が芽吹く山々（平成 27 年 4 月撮影）



自
然
と
共
生
し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
平
成
　
年
度

　
村
政
に
対
す
る
所
信

～ 

３
月
15
日
大
和
村
議
会
か
ら
の
全
文
掲
載 

～

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
27
年
度
の
予
算
並
び

に
諸
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

村
政
に
対
す
る
所
信
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
主
要
施
策
と
予
算
の
概
要
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計

予
算
の
提
案
理
由
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
議
会
並
び
に
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
本
村
を
取
り
巻
く
財
政

状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
国
の
予
算
は
、
裁
量
的
経
費
の
み
な
ら
ず

義
務
的
経
費
も
含
め
、
聖
域
を
設
け
ず
に
大

胆
に
歳
出
を
見
直
し
、
無
駄
を
最
大
限
縮
減

し
、
民
需
主
導
の
持
続
的
な
経
済
成
長
を
促

す
施
策
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
編
成

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
関
係

費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
方
財
政
全
体
で

は
、
７
兆
８
千
億
円
と
依
然
と
し
て
多
額
の

財
源
不
足
額
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
方
交
付

税
が
、
法
定
率
の
一
部
見
直
し
は
あ
っ
た
も

の
の
国
の
一
般
会
計
か
ら
の
加
算
措
置
の
減

額
に
伴
い
１
千
億
円
程
度
減
少
す
る
一
方
で
、

一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
の
創
設
や
地
方
税
収

等
の
増
額
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
地
方
財
政

計
画
の
水
準
を
大
幅
に
上
回
り
、
過
去
最
大

の
額
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
県
勢
の
発
展
や

県
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
そ
の
財
源
を
十
分
に
確
保
し
た
上
で
、「
県

政
刷
新
大
綱
」
や
「
行
財
政
運
営
戦
略
」
に

基
づ
く
歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
る
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
の
取
組
に
よ
っ
て
、
平
成
23

年
度
以
降
財
源
不
足
が
解
消
さ
れ
、
平
成
27

年
度
に
お
い
て
も
財
源
不
足
の
生
じ
な
い
予

算
編
成
が
実
現
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
を
除
い
た
鹿
児
島

県
独
自
に
発
行
す
る
県
債
残
高
は
、
着
実
に

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
公
債
費
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

今
後
一
層
の
高
齢
化
の
進
行
や
社
会
保
障
制

度
の
改
革
に
よ
り
扶
助
費
が
引
き
続
き
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
に
お
い
て
は
、
国
・
地
方
の
基

礎
的
財
政
収
支
を
平
成
32
年
度
ま
で
に
黒
字

化
す
る
と
い
う
目
標
を
堅
持
し
、
本
年
夏
ま

で
に
具
体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
国
の
制

度
改
革
に
も
的
確
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な

行
財
政
構
造
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
お
り
ま
す
。

　　

そ
れ
で
は
、
平
成
27
年
度
、
本
村
の
行
財

政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
第
５
次
総
合
振
興
計
画

の
前
期
５
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
前
期
５
カ
年
計
画
の
成
果
や
残

さ
れ
た
課
題
等
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
そ

れ
ら
を
後
期
５
カ
年
計
画
に
反
映
し
、
本
村

の
進
む
べ
き
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

奄
美
群
島
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
奄

美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
が
延
長
さ
れ
、

新
規
に
交
付
金
化
に
よ
る
農
林
水
産
物
輸
送

コ
ス
ト
支
援
事
業
や
航
路
航
空
路
運
賃
軽
減

事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の

群
島
民
に
事
業
の
効
果
が
現
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
、
奄
美
群
島
成
長
戦
略
推

進
交
付
金
等
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
村
政
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ

る
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

　

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
本
村
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
も
、
県
同
様
に
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、「
自
然
と
共
生

し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
、
諸
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
９
０
％
以
上
を
依
存
財
源
に

頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
で
あ
る
た

め
、
構
造
的
な
財
源
不
足
は
続
く
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
国
の
地
方
財
政
対
策
に

留
意
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
村
の
歳
入
の
６
割
近
く
を
占
め
る
地
方

交
付
税
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
４

年
連
続
増
加
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

23
年
度
以
降
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も

国
の
動
向
は
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
本
村
の
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
が
当

分
の
間
続
く
も
の
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
つ
つ
、
村
民
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
第
一
の
理
念
に
、
よ
り
効
率
的
な

行
政
を
進
め
る
た
め
、
次
の
６
項
目
を
掲
げ

ま
し
た
。

(1)　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政

　
　

の
確
立

(2)　

観
光
振
興
及
び
農
林
水
産
業
の
振
興
に

　
　

よ
る
特
産
品
の
開
発
及
び
販
路
の
拡
大

(3)　

定
住
促
進
対
策
に
よ
る
村
の
活
性
化

(4)　

子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実

(5)　

道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生
活
環

　
　

境
の
整
備
促
進

(6)　

防
災
力
の
強
化
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
　

に
よ
る
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

　

以
上
、
６
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

 

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初
対

比
で
９
．
０
％
、
２
億
５
千
２
９
４
万
１
千

円
減
の
、
２
５
億
５
千
４
０
２
万
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
、
歳
入
に
お

き
ま
し
て
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、

村
債
、
県
支
出
金
、
繰
入
金
で
歳
入
総
額
の

約
９
割
に
あ
た
る
２
２
億
８
千
７
９
０
万
円

を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
集
落
排
水

事
業
等
の
投
資
的
経
費
が
前
年
度
対
比

２
億
２
千
６
１
７
万
８
千
円
減
額
の
、

５
億
４
千
２
７
６
万
９
千
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
民
に
身
近
な
生
活
基
盤
の
整
備

や
扶
助
費
等
に
つ
い
て
は
財
政
上
可
能
な
限

り
取
り
入
れ
る
一
方
、
経
常
経
費
の
抑
制
に

努
め
、
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し

た
。

　

次
に
基
本
方
針
実
現
の
た
め
の
主
要
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

大和村版まち・ひと・しごと創世

 計画を策定し、活力ある村へ

　　　　大和村長　伊集院　幼

定住促進対策による村の活
性化

出産祝金                                  2,300 千円
育児助成                                  3,240 千円
高校生通学バス助成          13,547 千円
里親助成                                     360 千円
今里親子留学助成                 4,200 千円
新築住宅助成                          1,000 千円
公営住宅建設事業費　　  35,000 千円
公営住宅管理費　　　　　6,271 千円

農林水産業の振興による特
産品の開発及び販路の拡大

農業施設整備助成金　　　1,000 千円
果樹苗木助成金　　　　　   560 千円
湯湾釜選果場運営費　　　5,175 千円
大和まほろば館運営費　　8,213 千円
里山林機能回復事業　　　3,371 千円
離島漁業再生支援事業　　3,716 千円
ひらとみ祭り補助金　　　2,000 千円
フォレストポリス管理委託料 8,160 千円

行財政改革の推進による健
全財政の確立
村民税　　　　　　　　  37,484 千円
固定資産税　　　　　　  34,086 千円
村たばこ税　　　　　　　6,218 千円
地方交付税　　　　　 1,450,000 千円
軽自動車税　　　　　　　4,066 千円
村営住宅使用料　　　　  34,903 千円
村債借入れ　　　　　　267,100 千円
村債償還金（元金）           378,722 千円
村債償還金（利子）             45,104 千円

ウォーキング大会（フォレストポリス） たんかん収穫（福元盆地） 予算委員会（大和村役場）
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（２）　

観
光
振
興
及
び
農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る
特
産
品
の
開
発
及
び
販
路
の
拡
大

観
光
ル
ー
ト
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

③　

全
国
版
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ト
レ
イ
ル
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ

ク
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
の
Ｐ
Ｒ
等
に
つ

な
が
る
た
め
、
今
後
と
も
開
催
に
つ
い
て
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

④　

大
和
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、

交
流
自
治
体
関
係
者
や
ツ
ア
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
等
を
招
待
し
、
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

奄
美
満
喫
ツ
ア
ー
等
で
本
村
の
魅
力
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り

ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

①　

基
幹
作
物
で
あ
る
、
ス
モ
モ
・
タ
ン
カ

ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
土
づ
く
り
の

た
め
の
有
機
質
堆
肥
や
肥
料
及
び
苗
木
の
購

入
に
対
す
る
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ

か
、
年
内
に
収
穫
可
能
な
奄
美
で
は
有
望
柑

橘
種
と
さ
れ
る
津
之
輝
の
苗
木
の
助
成
も
行

い
、
農
家
の
経
営
安
定
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

ス
モ
モ
の
認
証
取
得
「
Ｋ

－

Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
推

進
し
、
消
費
者
へ
の
安
全
・
安
心
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
毛
陣
地
区
に
整
備
し
た
実
証
・

体
験
農
園
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
既

存
の
果
樹
や
園
芸
作
物
を
実
証
栽
培
し
な
が

ら
、
更
に
新
た
な
園
芸
作
物
等
も
取
り
入
れ
、

研
修
・
研
究
の
場
と
し
て
活
用
し
、
農
家
の

生
産
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
新
規
就
農
者
や

担
い
手
づ
く
り
に
努
め
る
ほ
か
、
体
験
型
観

光
農
園
と
し
て
も
整
備
を
進
め
都
市
と
農
村

と
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

②　

湯
湾
釜
選
果
場
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
村
で
行
う
こ
と
で
、
農
家
の
手
取

り
額
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

③　

現
在
実
施
し
て
い
る
名
瀬
中
央
青
果
市

場
へ
の
集
出
荷
委
託
事
業
を
継
続
し
、
利
用

者
の
拡
大
に
努
め
、
地
場
消
費
の
拡
大
や
産

地
育
成
、
農
家
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
地
元
市
場
及
び
島
内
の

現
地
視
察
等
を
実
施
し
、
栽
培
技
術
と
生
産

意
欲
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば

館
の
活
用
も
行
い
な
が
ら
、
地
産
地
消
を
推

進
し
ま
す
。

④　

平
成
26
年
度
に
導
入
し
た
、
特
産
品
販

売
車
「
大
和
ま
ほ
ろ
ば
号
」
を
村
内
外
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
出
展
さ
せ
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を

行
う
ほ
か
、
買
い
物
弱
者
解
消
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

⑤　

農
地
の
有
効
活
用
対
策
と
し
て
、
農
地

動
向
や
所
有
者
の
意
向
調
査
及
び
農
家
台
帳

の
整
備
を
行
い
、
農
地
の
流
動
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
よ
る
農
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

⑥　

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の

た
め
の
地
域
活
動
や
営
農
活
動
に
対
し
て
の

　
（１）
　
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政
の
確
立

　
ま
ず
１
点
目
は
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
に

よ
る
健
全
財
政
の
確
立
」
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
起
債
の
繰
上
償
還
の
実
施
や

新
規
発
行
債
の
抑
制
等
に
よ
り
、
地
方
債
残

高
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
に
減
少
し
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
少
子
高
齢
化
対
策

や
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
そ
し
て
地
域

活
性
化
の
た
め
の
新
た
な
財
政
需
要
も
増
え

て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
行
政
事
務
全
般
に
お
け
る
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
指

標
の
改
善
を
図
る
べ
く
、
歳
入
歳
出
の
徹
底

し
た
見
直
し
を
図
り
、
健
全
財
政
の
確
立
に

努
め
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
村
税
の
適

正
課
税
と
収
納
率
の
向
上
に
よ
る
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
事
業
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
補
助
事
業
を
優
先
す
る
ほ
か
、
村
債

に
つ
い
て
も
辺
地
債
や
過
疎
債
な
ど
、
で
き

る
だ
け
有
利
な
起
債
を
導
入
し
後
年
度
負
担

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
村
税
等
の
未
収
金
対
策
に
つ
い
て

は
、
重
点
課
題
と
と
ら
え
、
関
係
各
課
で
連

携
し
村
民
に
不
公
平
感
の
な
い
よ
う
徴
収
体

制
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
収
納
率
の
向
上

に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

  

歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
節
減
合
理
化
を

図
り
、
消
費
的
経
費
の
抑
制
に
努
め
、
特
に

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
を

基
本
に
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
観
光
振
興
及
び
農
林
水
産
業

の
振
興
に
よ
る
特
産
品
の
開
発
及
び
販
路
の

拡
大
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

国
立
公
園
指
定
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を

見
据
え
、
登
録
後
の
観
光
客
の
増
加
に
対
応

で
き
る
よ
う
新
た
に
観
光
振
興
を
基
本
方
針

に
加
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

 

①　

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
と
連
携
を
密
に
し
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
村
独
自
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
を
誘
致
し
、
奄
美
フ
ォ
レ

ス
ト
ポ
リ
ス
の
利
用
促
進
を
図
り
、
経
営
の

安
定
に
努
め
ま
す
。

②　
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事
業
」
や
、

「
地
域
振
興
推
進
事
業
」
等
を
活
用
し
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
後
の
観
光
客
に
対
応
で
き
る

歳入総額　２５億５４０２万１千円の性質別内訳
自主財源　　村税など村が独自に調達するお金
依存財源　　国や県から村に入るお金

村税　　　　住民税や固定資産税などのお金
使用料　　　施設の利用料などのお金
諸収入　　　預金利子など
財産収入　　財産の貸し付けや売却による収入
繰越金　　　前年度から持ち越したお金

地方交付税　村の状況に応じて国からもらうお金
国庫支出金　事業を行うために国からもらうお金
県支出金　　事業を行うために県からもらうお金
村債　　　　村が借り入れるお金
地方譲与税　国から配分されるお金
各種交付金　国から配分されるお金

一般会計歳入

　歳入の中心を占める地方交付税は２千万円の

減となりました。また防災センター整備に係る

費用が平成 26 年度に比べ大きく下がったため、

国庫支出金及び地方債が大幅な減額となりまし

た。また繰入金は平成 27 年度単独事業の増加

などにより７千４百８０万円の増額となりまし

た。自主財源は繰入金や諸収入の増額により

１億５百１万８千円の増額となり、自主財源比

率は４．９％増の１３．８％となりました。

自主財源
353,533 千円
(14%)

国庫支出金
281,633 千円
(11%)

依存財源
2,200,488 千円
(86%)

地方交付税
1,450,000 千円
(57%)

村債
267,100 千円
(11%)

県支出金
152,570 千円
(6%)

村　税　81,854 千円 (3%)
諸収入     74,842 千円 (3%)
繰入金 136,600 千円 (5%)
使用料　37,776 千円 (1%)
その他　22,461 千円 (1%)

その他  49,185 千円 (2%)

歳出総額　２５億５４０２万１千円の性質別内訳
義務的経費　任意に削除できない経費
投資的経費　支出の効果が将来に残る経費
その他経費　義務的経費と投資的経費以外の
　　　　　　経費

公債費　　　借金の返済のための経費
人件費　　　職員給与や議員報酬など
扶助費　　　法律等に基づく福祉的経費
単独普通建設　村が単独で行う投資的経費
補助普通建設　国からの補助を受けて行う投資
　　　　　　　的経費
災害復旧事業費　災害の復旧に要する経費
物件費　　　消耗品などの消費的経費
補助費　　　各種団体へ負担や補助する経費
繰出金　　　特別会計へ払い出す経費

一般会計歳出
　義務的経費は公債費や人件費の減額に
より５千８百５０万４千円の減額となり
ました。投資的経費は普通建設事業費（補
助）が防災センター建設費の減などにより
３億７千１百６３万８千円の減、普通建設事業
費（単独）が防災センター車庫工事や村営住宅
建設事業などにより１億４千５百４６万円の増
額となりました。その他の経費については特別
会計への操出金の増や維持補修費の増により
３千１百７４万１千円の増額となりました。

投資的経費
542,769 千円
(21%)

義務的費
1,101,893 千円
(43%)

その他の経費
909,359 千円
(36%)

人件費
551,943 千円
(21%)

物件費
406,276 千円
(16%)

補助費
234,231 千円
(9%)

扶助費他
423,826 千円
(17%)

普通建設事業費（補助）
366,159 千円
(14%)

公債費
126,124 千円
(5%)

繰出費他
268,852 千円
(11%)

普通建設事業費（単独）
176,610 千円
(7%)
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（３）　

定
住
促
進
対
策
に
よ
る
村
の
活
性
化

　

（４）　

子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実

　

４
点
目
は
、「
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境

の
充
実
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
村
民
が
安
心
し
て
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
に
は
、
健
康
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
村
民
の
健
康
管
理
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
環
境
を
整
備
し
人

間
性
豊
か
な
人
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

①　

少
子
化
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
延
長
保
育
や
土
曜
保
育

の
実
施
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
を

行
う
と
と
も
に
、
村
単
独
の
育
児
助
成
金
を

支
給
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
０
歳
児
か
ら
の
保
育
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②　

乳
幼
児
か
ら
中
学
校
卒
業
時
ま
で
の
医

支
援
を
行
い
ま
す
。

⑦　

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
、
奄

美
群
島
観
光
物
産
協
会
や
近
隣
市
町
村
と
連

携
を
図
る
ほ
か
、
村
独
自
で
も
交
流
自
治
体

で
あ
り
ま
す
神
奈
川
県
大
和
市
や
東
京
都
板

橋
区
に
お
い
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば
館
を
情
報
発
信
拠

点
施
設
と
し
て
、
加
工
品
の
販
売
促
進
を
図

る
他
、
観
光
ル
ー
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
「
道
の
駅
」
構
想
の
検
討
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

  

林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

①　

イ
ノ
シ
シ
等
の
侵
入
を
防
止
す
る
防
護

柵
事
業
や
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
で
導

入
し
た
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
の
箱
罠
を
有
効
活

用
す
る
と
と
も
に
、
地
元
猟
友
会
と
連
携
を

図
り
、
迅
速
で
効
果
的
な
有
害
鳥
獣
捕
獲
事

業
を
実
施
し
被
害
の
防
止
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

②　

地
域
森
林
環
境
づ
く
り
促
進
事
業
や
里

山
林
機
能
回
復
事
業
を
実
施
し
、
森
林
保
全

や
景
観
保
全
に
努
め
ま
す
。

③　

特
用
林
産
物
で
あ
る
シ
イ
タ
ケ
や
シ
キ

ミ
の
栽
培
に
つ
い
て
も
実
証
農
園
で
試
験
的

に
取
り
組
む
ほ
か
、
種
駒
、
苗
木
、
肥
料
等

の
助
成
を
実
施
し
、
生
産
意
欲
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

①　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
推
進
事
業

に
よ
り
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
や
ト
コ
ブ
シ
、
ス

ジ
ア
ラ
等
の
放
流
を
行
い
、
漁
場
生
産
力
の

向
上
、
海
域
環
境
の
保
全
、
漁
場
の
監
視
並

び
に
、
昨
年
度
造
成
し
た
藻
場
の
管
理
を
行

い
ま
す
。

②　

オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
対
策
事
業
に
よ
り
、

サ
ン
ゴ
礁
の
多
様
性
を
維
持
し
漁
場
の
保
全

を
図
り
ま
す
。

③　

燃
油
の
高
騰
等
に
よ
る
出
漁
機
会
の
減

少
対
策
と
し
て
、
燃
油
の
購
入
に
対
す
る
助

成
を
拡
充
し
、
漁
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は

①　

村
内
の
商
店
は
、
村
外
消
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
た
め
、

あ
ま
み
商
工
会
へ
の
助
成
を
行
い
、
商
工
会

に
よ
る
経
営
改
善
普
及
指
導
等
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業

を
継
続
実
施
し
、
村
内
商
店
の
利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

②　

連
合
青
年
団
主
催
の
ひ
ら
と
み
祭
り
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
助
成
し
、
開
催
準
備

等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

き
て
お
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、

国
勢
調
査
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
に

移
住
希
望
者
の
確
保
を
強
化
し
、
定
住
促
進

に
つ
い
て
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

①　

高
校
生
通
学
バ
ス
の
全
額
助
成
を
は
じ

め
、
出
産
祝
金
、
育
児
助
成
金
、
新
築
住
宅

助
成
金
、
里
親
助
成
金
、
今
里
親
子
留
学
助

成
金
等
の
交
付
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
特

に
昨
年
、
助
成
金
を
増
額
し
た
新
築
住
宅
助

成
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て

３
件
の
実
績
が
あ
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
村

内
・
村
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
定
住
者
の
増
加

を
図
り
ま
す
。

②　

住
宅
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
に
購
入
し
た
住
宅
用
地
に
、
定
住
促
進
住

宅
を
新
築
す
る
ほ
か
、
空
き
家
改
修
事
業
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

③　

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
公
営
住
宅
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
３
月
に
策
定
し
た
「
大

和
村
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
よ
り

年
次
的
に
改
修
等
を
行
い
な
が
ら
住
居
の
確

保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
等

の
整
備
を
行
い
村
外
へ
情
報
発
信
を
行
い
ま

す
。

④　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
、
個
人
が
行
う

空
き
家
改
修
に
対
す
る
助
成
制
度
を
継
続
実

施
し
、
集
落
内
空
き
家
の
有
効
活
用
と
村
外

か
ら
の
転
入
者
の
住
居
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑥　

平
成
26
年
度
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
よ

り
実
施
し
た
「
女
子
旅
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
は
夏
と
冬
の
２
回
実
施
し
、
地
域

の
若
者
が
活
躍
で
き
る
場
の
設
定
と
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
、「
大
和
フ
ァ
ン
」
を
増

や
す
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

⑦　

本
村
在
住
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
か
ら
本
村
の

魅
力
や
不
足
し
て
い
る
事
な
ど
の
意
見
を
聴

取
す
る
場
を
設
け
、
定
住
促
進
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

一般会計歳出総額　２５億５４０２万１千円の目的別内訳
単位：千円、（　）内は構成比

公債費
423,826
(15.8%)

総務費
403,643
(13.2%)

民生費
338,014
(9.4%)

土木費
403,734
(5.1%)

教育費
196,502
(15.8%)

農林水産業費
131,132
(12.8%)

その他
（議会費・商工会

費・予備費他）

消 防 費 68,606  (2.7%)　　 衛 生 費 13,944 (0.5%)　　 そ の 他（ 議 会 費・ 商 工 費・ 予 備 費 他 ） 628,206(24.6%)

平成 27年度

歳出費目
消防費 42,600 円
公債費

消防活動や救急活動など

議会運営や商工業の振興、災害復旧など

総務費
民生費
土木費
衛生費
教育費

農林水産業費
その他の経費

251,000 円
210,000 円
149,000 円

81,500 円
8,700 円

251,100 円
203,400 円
391,700 円

村民１人当たり 使われた内容

合　計 1,588,000 円   平成 27 年 4 月 1 日現在人口：1,608 人

これまでの施設整備のなどで借りたお金の返済など
総務管理や財産管理、企画調整、地域振興、税務事務など
児童や高齢者、障害者の福祉など
道路や公園、住宅の整備など
健康増進事業やごみ、し尿の処理など
学校の管理運営や施設整備、生涯学習の推進など
農業や林業、水産業の振興など

平成 26年度

教 育 費 185,198 (6.3%)　　 農 林 水 産 業 費 149,861 (5.3%)　　 そ の 他（ 議 会 費・ 商 工 費・ 予 備 費 他 ） 90,718(3.2%)

消防費
618,003
(22.0%)

公債費
448,030
(16.0%)

総務費
403,782
(14.4%)

民生費
357,089
(12.7%)

土木費
329,930
(11.8%)

衛生費
224,351
(8.0%)

療
費
の
無
料
化
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

③　

学
力
対
策
協
議
会
へ
の
助
成
を
引
き
続

き
行
い
、
基
礎
学
力
の
確
実
な
定
着
や
教
職

員
の
資
質
向
上
、
児
童
生
徒
の
体
験
活
動
に

よ
る
、
生
き
る
力
の
育
成
、
学
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

④　

未
来
に
羽
ば
た
く
「
大
和
っ
子
」
を
育

て
る
た
め
、
児
童
生
徒
が
郷
土
の
自
然
や
文

化
等
に
ふ
れ
る
、
体
験
活
動
を
支
援
す
る
「
大

和
っ
子
ス
ク
ー
ル
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

⑤　

現
在
、
集
落
公
民
館
等
で
実
施
し
て
い

る
公
民
館
講
座
に
つ
い
て
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
伴
い
、
受
講
生
に
不
便
が
か
か
ら

な
い
よ
う
ス
ム
ー
ズ
に
場
所
を
移
動
し
て
実

施
し
ま
す
。

⑥　

多
く
の
村
民
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
よ
り
、
村
民
の
健
康

増
進
に
努
め
ま
す
。

 

⑦　

国
内
最
大
の
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
、「
第
30

回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」
に
お

け
る
大
和
村
主
催
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
村
民
は
も
と
よ
り
、
村
出
身
者
等
に
も

数
多
く
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
す

る
こ
と
で
、
村
民
の
伝
統
文
化
や
伝
統
芸
能

に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
国
民

文
化
祭
を
契
機
と
し
て
保
存
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

５
点
目
は
、「
道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、

生
活
環
境
の
整
備
促
進
」
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

  

生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
交
通
網
や
情
報
通

信
体
系
、
集
落
内
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に

つ
い
て
は
、
本
村
の
活
性
化
に
最
も
重
要
な

社
会
基
盤
で
あ
る
た
め
、
更
に
整
備
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

道
路
交
通
網
に
つ
い
て
は

①　

本
村
の
農
業
拠
点
で
あ
る
福
元
地
区
や

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
る
、
村
道
大
棚
名
音
線
道
路
改
良
事

業
を
継
続
実
施
し
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
集
落
内
の
村
道
に
つ
い
て
は
集
落
排

水
事
業
と
併
せ
整
備
を
進
め
ま
す
。

②　

村
道
等
の
除
草
や
路
面
補
修
等
を
行
い
、

安
全
で
快
適
な
通
行
を
図
る
た
め
、
維
持
補

修
に
努
め
ま
す
。

③　

平
成
26
年
度
に
着
工
さ
れ
た
主
要
地
方

道
名
瀬
瀬
戸
内
線
の
国
直
・
根
瀬
部
間
の
ト

ン
ネ
ル
化
の
早
期
完
成
へ
向
け
た
協
力
、
大

金
久
・
戸
円
間
の
バ
イ
パ
ス
整
備
や
隣
接
市

町
村
へ
の
連
絡
道
路
に
つ
い
て
も
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
て
早
期
着
工
で
き
る
よ
う

事
業
推
進
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

④　

村
内
の
県
道
の
一
部
区
間
に
お
い
て
、

　

（５）　

道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生
活
環
境
の
整
備
促
進

　

定
住
促
進
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
村
独
自
の
多
く
の
施
策
を
実
施
し
、

昨
年
は
人
口
の
減
少
率
が
緩
や
か
に
な
る
な

ど
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
効
果
が
現
れ
て

7 6広報やまと５月号 広報やまと５月号



権
限
委
譲
に
よ
り
、
村
が
直
接
維
持
管
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
は

村
内
の
県
道
の
全
線
が
権
限
移
譲
さ
れ
維
持

管
理
を
行
う
こ
と
で
、
車
両
の
安
全
通
行
と

併
せ
村
内
雇
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

情
報
通
信
体
系
に
つ
い
て
は

①　

光
ケ
ー
ブ
ル
高
速
通
信
網
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
企
業
誘
致
、
定
住
促
進
に
も
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市

町
村
と
合
同
で
整
備
を
す
る
方
向
で
検
討
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

②　

奄
美
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
村
民

が
聴
取
す
る
情
報
源
と
し
て
大
変
有
効
な
手

段
で
あ
る
た
め
、
広
報
や
ま
と
ラ
ジ
オ
便
の

活
用
な
ど
、
身
近
な
生
活
情
報
や
災
害
時
の

防
災
情
報
等
、
村
の
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
、
村
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

③　

広
報
や
ま
と
の
更
な
る
充
実
、
防
災
行

政
無
線
等
に
よ
る
広
報
活
動
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
修
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
積
極
的
な

情
報
発
信
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は

①　

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
生
活
排
水
対

策
と
し
て
、
東
部
地
区
と
併
せ
て
中
部
地
区

を
一
部
共
用
開
始
す
る
と
と
も
に
、
早
期
完

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

②　

ご
み
の
分
別
収
集
を
行
い
、
資
源
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
を
図
り
、
ご
み
の
減
量

化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
環
境
保
全
の
面
か

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
、
車
輌
の
放
置
防
止

や
ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
に
努
め
ま
す
。

③　

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
は
、
近
年
、

減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
一

部
有
料
に
よ
り
駆
除
用
薬
品
を
配
布
し
、
駆

除
に
努
め
ま
す
。

④　

集
落
内
の
野
良
猫
対
策
と
し
て
、
平
成

26
年
度
に
引
き
続
き
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
を
実
施
し
、

集
落
周
辺
の
衛
生
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

自
然
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は

①　

奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
や
奄
美

自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
等
と
連
携
し
、

自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

②　

鹿
児
島
・
沖
縄
両
県
を
は
じ
め
群
島
内

各
市
町
村
と
連
携
し
て
、
奄
美
群
島
の
国
立

公
園
指
定
や
世
界
自
然
遺
産
へ
の
早
期
登
録

を
目
指
し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

③　

植
生
破
壊
等
に
よ
る
生
態
系
へ
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
継
続
し
て
、
ヤ
ギ
被
害

防
除
対
策
事
業
に
よ
り
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
実

施
す
る
ほ
か
、
ノ
イ
ヌ
、
ノ
ネ
コ
対
策
に
つ

い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

④　

希
少
種
の
生
息
を
脅
か
す
、
外
来
種
に

つ
い
て
は
関
係
機
関
と
協
力
し
駆
除
作
業
を

行
い
ま
す
。

⑤　

傷
病
希
少
動
物
の
保
護
や
生
態
観
察
の

た
め
の
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
検
討
を
進
め
ま
す
。

防災力の強化・高齢者福祉
の充実による安全・安心な
村づくり

防災拠点施設整備事業    154,351 千円
常備消防費                          105,841 千円
非常備消防費                          9,456 千円
防災無線保守委託費             1,935 千円
障害者行き場づくり事業     2,346 千円
いきいきデイサービス事業  1,197 千円
元気度アップポイント事業 1,250 千円

道 路 交 通 網、 情 報 通 信 網、
生活環境の整備促進

大棚名音線改良工事          90,000 千円
県道管理道路維持費          10,010 千円
急傾斜地崩壊対策事業費    7,000 千円
大金久高潮対策事業             9,675 千円
集落排水（東部）               115,200 千円
集落排水（中部）               115,200 千円
奄美 FM 管理委託                     840 千円
広報やまと印刷費                    562 千円

子育て支援及び教育環境の
充実

乳幼児医療費助成                 1,500 千円
子ども医療費助成                    996 千円
ひとり親家庭医療費             1,004 千円
放課後児童クラブ育成補助金 1,800 千円
学力対策協議会補助金           950 千円
スクールバス運行委託      11,000 千円
公民館費                                15,203 千円
給食センター運営費　　  24,272 千円

　

（６）　

防
災
力
の
強
化
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

　

６
点
は
、「
防
災
力
の
強
化
・
高
齢
者
福
祉

の
充
実
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
防
災
力
の
強
化
に
関
す

る
取
り
組
み
と
し
て
は

①　

こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た
、
防
災
行
政

無
線
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
衛
星
携
帯
電
話
等
を

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
訓
練
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
村
内
の
不
感
地
帯
の
解
消
に
努
め

ま
す
。

②　

村
民
の
防
災
意
識
を
高
め
災
害
時
に
迅

速
・
的
確
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
消
防
や

集
落
、
各
種
団
体
と
連
携
し
、
全
村
民
を
対
象

と
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
継
続
し
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

③　

各
集
落
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化
を

図
る
た
め
訓
練
等
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

④　

災
害
時
の
避
難
施
設
で
あ
る
集
落
公
民
館

等
に
つ
い
て
は
、
年
次
的
に
避
難
所
と
し
て
の

機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑤　

総
合
的
な
防
災
の
拠
点
施
設
で
あ
る
防
災

セ
ン
タ
ー
の
機
能
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

⑥　

災
害
か
ら
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
豪

雨
や
大
地
震
で
の
災
害
を
教
訓
に
、
大
和
村
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
等
を
行
い
、
災
害
に
強

い
村
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

⑦　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
や
高
潮
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業
と
新
規
も
含
め
て

推
進
し
、
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
ま
す
。

⑧　

治
山
事
業
を
推
進
し
、
安
全
性
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
取
り
組
み
と

し
て
は

①　

診
療
所
を
は
じ
め
県
や
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
各
種
検
診

率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
教
育
及
び

訪
問
指
導
の
強
化
や
個
人
レ
ベ
ル
で
の
健
康
づ

く
り
の
意
識
の
向
上
な
ど
、
健
康
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
各
集
落
で
検
診

を
行
う
な
ど
、
特
定
検
診
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。　

②　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
を

初
年
度
と
す
る
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
村
民
の
健
康
増
進
と
と
も
に
、
介
護

保
険
料
の
抑
制
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
も
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
引

き
続
き
集
落
介
護
予
防
教
室
や
タ
ラ
ソ
利
用
助

成
な
ど
健
康
増
進
活
動
を
実
施
し
、
村
民
の
介

護
予
防
意
識
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

③　

介
護
支
援
事
業
所
・
国
保
大
和
診
療
所
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
訪
問
指
導
や
健
康
相

談
等
を
充
実
し
、
個
々
の
健
康
意
識
を
高
め
医

療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支
援
を
継
続

し
て
行
い
な
が
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
高
齢
者
等
の
安
全
・
安
心
な
生
活
支
援
、

在
宅
訪
問
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

④　

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
健
康
寿

命
を
延
伸
す
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
育
成

補
助
及
び
各
種
大
会
へ
の
参
加
を
支
援
し
ま

す
。

⑤　

大
和
の
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
信
頼
さ

れ
る
施
設
と
し
て
、
入
所
者
が
受
け
た
い
介
護

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
入
所
者
が
安

全
・
安
心
な
園
生
活
が
送
れ
る
た
め
の
施
設
改

善
や
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成

27
年
度
は
開
園
30
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
記
念

式
典
・
祝
賀
会
を
実
施
し
ま
す
。

⑥　

住
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
支
え
合
い
活
動
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

⑦　

障
害
者
等
の
行
き
場
づ
く
り
事
業
に
対

し
、
継
続
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑧　

高
齢
者
の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
や
社
会

参
加
活
動
に
対
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

高
齢
者
の
健
康
維
持
や
介
護
予
防
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
、
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。　

⑨　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
和
診
療
所
医

師
を
中
心
と
し
た
新
体
制
の
も
と
、
医
療
施
設

の
充
実
に
努
め
、
村
民
の
健
康
増
進
を
図
り
ま

す
。

　

以
上
、
村
政
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
の
概

要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
私
も
２
期
目
に
入
り

目
標
と
す
る
施
策
の
成
果
は
、
ま
だ
道
半
ば
で

あ
り
ま
す
が
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
本
村

の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
効
率
的
な
予
算
執
行
の
も
と
で
、
所

期
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
、
全
職
員
が
知
恵
を

出
し
合
い
、
村
民
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
第
一

に
、
村
民
と
と
も
に
夢
を
持
ち
、
大
和
の
名
の

と
お
り
、
大
き
く
和
す
る
、
明
る
く
心
豊
か
な

ま
ほ
ろ
ば
大
和
の
創
造
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
功
績
を
守
り

な
が
ら
、「
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
」
を
継

承
し
、
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
講

じ
て
参
り
ま
す
と
共
に
、
大
和
村
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
自
然
と
共
生
し
、
安
心
し
て
住
み
よ

い
村
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
村
政
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

村
民
の
立
場
に
立
っ
て
行
う
こ
と
を
基
本
と

し
、
施
策
実
現
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
村
議
会
並
び
に

村
民
の
皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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２
名
の
役
場
職
員
を
採
用

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
に
て
２
名
の
新
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
職
員

達
で
す
が
行
政
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
す
。
お
見
か
け
の
際
に
は
村

民
の
皆
様
か
ら
も
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
６
日
、
大
和
小
、
大
棚
小
、
名
音
小
の
３
小
学
校
で
入
学
式
が
あ
り
、
５
名
の
新
入
生

が
入
学
し
ま
し
た
。
毎
日
元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
見
守

り
と
優
し
い
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
小
学
校
に
５
名
の
新
入
学
生

大
和
小
学
校

渡と
し
ま島　

正ま
さ
ひ
ろ広
校
長

元も
と
や
ま山　

絆
き
ず
な
さ
ん

久く

ぼ保　

え
み
る
さ
ん

枦は
ぜ
や
ま山　

凜り
ん
な菜
さ
ん

土
曜
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た

名
音
小
学
校

久ひ
さ
な
が永　

公き
み
ひ
と人
校
長

重し
げ
た田　

好こ
の
か華
さ
ん

大
棚
小
学
校

山や
ま
ぐ
ち口　

美み

ほ

こ
帆
子
校
長

杉す
ぎ
し
ま島　

大や
ま
と翔
さ
ん

　

大
和
村
教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
「
大
和
村
の
教
育
風
土
に
ふ
れ
、
自
然
や
伝
統
・
文
化
を

尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
先
人
や
郷
土
に
愛
着
（
人
に
は
や
さ
し
く
）
と
誇
り
を
も

ち
、
未
来
に
は
ば
た
く
（
自
分
に
は
負
け
な
い
）
大
和
っ
子
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
更
に
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
平
成
27

年
４
月
か
ら
、
村
内
全
て
の
小
・
中
学
校
で
、
家
庭
・
地
域
等
の
連
携
の
も
と
「
土
曜
授
業
」
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
土
曜
授
業
を
す
る
の
？　

　　

平
成
14
年
度
か
ら
完
全
学
校
週
５
日
制
が
導

入
さ
れ
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
の
中
で
、
体
験
活
動
等
を
通
し
て
児
童
生

徒
一
人
一
人
の
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
運
動
部
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
、
子
ど
も
会
活
動
等
の
教

育
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
土
曜
日
に
自
ら
を

高
め
、
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
る
児
童
生
徒
が

多
く
見
ら
れ
る
等
、
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
土
曜
日
の
過
ご
し

方
に
お
い
て
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
等

で
過
ご
す
児
童
生
徒
や
学
習
の
機
会
が
少
な
い

児
童
生
徒
が
い
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
改
善

が
望
ま
れ
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童

生
徒
の
諸
学
力
調
査
の
結
果
等
か
ら
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
な
ど
の
知
識
を
活
用
す
る
力

に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
和
村
教
育
委
員
会

で
は
「
土
曜
授
業
」
を
行
う
こ
と
で
、
児
童
生

徒
に
更
に
豊
か
な
学
び
の
環
境
を
整
え
「
生
き

る
力
」
を
支
え
る
た
め
の
確
か
な
学
力
・
豊
か

な
心
・
健
や
か
な
体
を
育
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

土
曜
授
業
は
毎
週
す
る
の
？

　　

基
本
的
に
は
、
月
に
１
回
、
第
２
土
曜
日
の

午
前
中
３
時
間
行
い
ま
す
が
、
各
学
校
に
お
い

て
、
地
域
の
実
情
、
児
童
生
徒
の
実
態
、
学
校

の
教
育
課
題
を
踏
ま
え
、
学
校
長
が
実
施
月
や

回
数
、
授
業
内
容
を
決
定
し
ま
す
。

土
曜
授
業
で
は
ど
ん
な
こ
と
す
る
の
？

　　

土
曜
日
に
実
施
す
る
こ
と
の
利
点
を
生
か

し
、
ご
家
庭
や
地
域
の
方
々
に
も
ご
支
援
や
ご

参
加
い
た
だ
く
よ
う
な
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
体
験
活
動
や
学
校
行
事
、
ま
た
、
確
か
な
学

力
の
定
着
に
向
け
た
学
習
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。

家
庭
や
地
域
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
す
れ
ば
い
い
の
？

　

今
ま
で
と
同
様
に
、
家
庭
生
活
を
充
実
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
各
学
校
が
行
う
土
曜
授

業
に
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
和
村
教
育
委
員
会

　

電
話
：
０
９
９
７
ー
５
７
ー
２
１
５
４　
　

小
お だ

田　真
ま さ み

沙美大和村議会事務局
奄美市名瀬出身（34 歳）岩

いわやま

山　宝
ほ う よ

代大和村住民税務課住民係
奄美市笠利出身（34 歳）

シ
マ
歩
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成

　

新
た
に
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
五
感
で
感
じ

る
シ
マ
歩
き　

巡
る
ぐ
る
ぐ
る
大
和
村
」
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
制
作
を
委
託
し
た
一
般
社
団

法
人ShallW

eD
esign

（
酒
井
一
徳
代
表
理
事
）

が
４
月
９
日
、
大
和
村
役
場
に
来
庁
し
村
長
に

完
成
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

制
作
は
、
一
般
社
団
法
人ShallW

eD
esign

の
メ
ン
バ
ー
と
役
場
職
員
が
集
落
住
民
と
共
に

全
11
集
落
を
歩
い
て
シ
マ
の
魅
力
を
発
掘
。
集

落
を
歩
い
た
後
は
公
民
館
に
集
ま
り
、
取
り
上

げ
た
い
情
報
な
ど
意
見
交
換
し
掲
載
す
る
内
容

を
吟
味
。
各
集
落
の
特
徴
や
車
で
通
る
だ
け
で

は
見
過
ご
し
て
し
ま
う
、
お
も
し
ろ
い
観
光
ポ

イ
ン
ト
、
絶
景
の
夕
日
が
見
ら
れ
る
時
期
な
ど

大
和
村
の
魅
力
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
１
冊
で

す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
二
十
代
後
半
の
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
大
き
さ
も

持
ち
や
す
い
B5
サ
イ
ズ
。
全
32
ペ
ー
ジ
で
構
成

し
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
三
百
万
円
で
五
千
部

を
製
本
。
村
内
各
所
の
施
設
を
は
じ
め
、
奄
美

空
港
や
島
内
の
観
光
案
内
所
に
設
置
し
て
い
る

他
、
交
流
自
治
体
の
神
奈
川
県
大
和
市
や
東
京

都
板
橋
区
な
ど
に
も
配
布
し
、
広
く
PR
し
て
い

ま
す
。
お
見
か
け
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
お
手
に
と

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
こ
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
手
に
大
和
村
の
シ
マ
を
ぐ
る
ぐ
る
巡
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
新
た
な
発
見
と

出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
今
日
の
我
が
国
の
平

　

和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠

　

牲
ん
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

　

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族

　

に
特
別
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族
に

　

一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
償
還
額
を

　

年
５
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
５
年
ご
と

　

に
国
債
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

□
支
給
対
象
者　

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27

　

年
４
月
1
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給

　

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

　

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受

　

け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

　

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

　

族
お
一
人
に
支
給
。

（1）
平
成
27
年
4
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

　

者
遺
族
等
援
護
ほ
う
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

　

を
取
得
し
た
方
。

（2）
戦
没
者
等
の
子

（3）
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

　

妹
※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

　

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

　

ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

（4）
右
記

（1）
～

（3）
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の

　

親
族
（
甥
、
姪
等
）
※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

　

で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

　

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

□
支
給
内
容　

　

額
面
25
万
円
・
５
年
償
還
の
記
名
国
債

□
請
求
期
間　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日

　
（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔
慰
金

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

□
請
求
窓
口　

大
和
村
役
場
住
民
税
務
課

　

電
話
：
５
７
―
２
１
２
７
（
直
通
）

　

※
な
お
、
平
成
32
年
４
月
１
日
を
基
準
日
と
す

　

る
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
４
月

　

１
日
か
ら
請
求
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

奄
美
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集
案
内

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

大
和
村
地
域
商
品
券

（1）
訓
練
内
容　

ワ
ー
プ
ロ
（W

old

）・
表
計
算

　
（Excel

）・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
・
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
作
成

（2）
訓
練
実
施
場
所　

奄
美
振
興
会
館
内（
練
習
室
）

　

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
５
１
７

（3）
特
典　

授
業
料
無
料
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受

　

講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
雇
用
保
険

　

受
給
の
方
は
訓
練
期
間
中
、
保
険
は
給
付
さ
れ

　

ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
職
業
訓
練

　

受
講
給
付
金
ま
た
は
訓
練
助
成
金
が
支
給
さ
れ

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
障
害
者
窓
口
へ
。

（4）
定
員　

10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
る
こ
と

　

も
あ
り
ま
す
）

（5）
訓
練
期
間　

７
月
30
日（
木
）～
10
月
29
日（
木
）

　
（
土
日
、
祝
日
は
休
み
で
す
）

（6）
訓
練
時
間　

９
時
30
分
～
15
時
20
分

（7）
応
募
資
格　

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、

　

早
期
の
就
職
や
復
職
を
目
指
す
人
。

（8）
応
募
期
間　

５
月
11
日（
月
）～
6
月
12
日（
金
）

（9）
願
書
提
出
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

入
学
願
書
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

　

校
か
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

（10）
実
施
主
体　

　

国
営
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

薩
摩
川
内
市
入
来
町
浦
之
名
１
４
３
２

　

電
話
：
０
９
９
６
―
４
４
―
２
２
０
６

（9）
訓
練
委
託
先

　

奄
美
情
報
処
理
専
門
学
校

　

奄
美
市
名
瀬
小
俣
町
３
―
50

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
２
―
６
９
９
９

　

こ
れ
か
ら
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
に
な
る
季

節
で
す
。
７
月
１
日
（
水
）
か
ら
８
月
31
日
（
月
）

ま
で
、
安
全
推
進
等
活
動
重
点
期
間
（
夏
季
期

間
）
で
す
。
海
に
お
出
か
け
の
前
に
は
、「
命
を

守
る
３
つ
の
基
本
」
を
再
度
確
認
し
て
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

○ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

○ 

通
信
手
段
の
確
保
（
防
水
携
帯
電
話
な
ど
）

○ 

海
の
も
し
も
は
「
１
１
８
」
番

　

お
問
い
合
わ
せ
先
は
奄
美
海
上
保
安
部

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
２
―
５
８
１
１　
　

　

大
和
村
で
は
、
村
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
子

育
て
世
代（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
）

及
び
非
課
税
者
（
生
活
保
護
及
び
課
税
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）
に
対
し
、
大
和
村
内
の

商
店
な
ど
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を
支
給
い
た
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
、
役
場
よ
り
後
日
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
村
役
場
総
務
企
画
課

　

電
話
：
５
７
―
２
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

　

担
当
：
森
永

　

難
病
の
専
門
医
が
定
期
的
に
セ
ン
タ
ー
や
巡
回

で
相
談
を
受
け
、
関
係
医
療
機
関
へ
の
総
括
的
調

整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
専
門
的
な
視
点
で
の
医

療
面
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
を
行
い
、
地
域
の
医

療
機
関
の
治
療
や
在
宅
ケ
ア
の
推
進
を
図
る
た
め

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
日
時　

平
成
27
年
７
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
50
分

□
場
所　

大
島
支
庁
本
館
４
階
会
議
室

□
対
象
者　

名
瀬
保
健
所
管
内
の
難
病
患
者
・

　
　
　
　
　

家
族
、
関
係
者

□
対
象
疾
患　

炎
症
性
腸
疾
患

□
内
容

時
　
間

内
　
容

13
：
00
～
受
付
及
び
打
ち
合
わ
せ

13
：
30
～

　
14
：
40
〈
講
話
〉

「
炎
症
性
腸
疾
患
と
の
つ
き
あ
い

方
と
最
新
の
治
療
に
つ
い
て
（
仮

題
）」

〈
講
話
〉

国
立
病
院
機
構

　
　
　
鹿
児
島
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
藤
田
　
浩
　
先
生

14
：
40
～
休
憩

14
：
50
～

　
15
：
00
交
流
会
（
質
疑
応
答
）

助
言
者
　
藤
田
　
浩
　
先
生

□
申
込
締
切　

平
成
27
年
６
月
26
日
（
金
）
ま
で

□
参
加
費　

無
料

□
申
込
先　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

相
談
課　

永
山

　
　
　
　

電
話
：
０
９
９
―
２
１
８
―
３
１
３
４

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
国
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕

組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相

談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善

の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
行
政
相
談
と
は

　

国
や
独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
の
仕
事
、
権

や
市
町
損
が
国
か
ら
補
助
等
を
受
け
て
い
る
仕
事

等
に
つ
い
て
「
処
理
が
間
違
っ
て
い
る
、
処
理
が

遅
い
、
説
明
に
納
得
で
き
な
い
、
こ
の
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
苦
情
や
意
見
・
要
望
が
あ

る
場
合
、
ま
た
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
・
手
続
き
や
制
度
を
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
場
合
に
、
住
民
と
行

政
と
の
間
に
立
ち
、
公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
関

係
行
政
機
関
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の

解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

□
行
政
相
談
委
員
と
は

　

行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的
信
望
が
あ
り
、
行

政
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
を
有
す
る

民
間
有
識
者
の
方
の
中
か
ら
、
総
務
大
臣
が
行
政

相
談
委
員
法
に
基
づ
き
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

お
気
軽
に
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

内
容
な
ど
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

□
大
和
村
の
行
政
相
談
委
員

　

前
田　

清
和
さ
ん

住
所
：
大
和
村
大
棚
４
４
３
番
地
（
村
住
５
―
１
）

電
話
：
０
９
９
７
―
５
７
―
２
８
６
８

定
期
相
談
所
：
大
和
村
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
、
所
得
の
低
い

方
々
や
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

に
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
「
２
つ
の
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金

　

所
得
の
低
い
方
の
負
担
を
緩
和
し
ま
す
。

（1）
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活
の
面
倒

を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合（
住
民
税
に
お
い
て
、

ど
な
た
か
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
場
合
）、
生
活

保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

（2）
支
給
額　

一
人
に
つ
き
６
千
円

（3）
基
準
日　

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
大
和
村

に
住
民
票
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
緩
和
し
ま
す
。

（1）
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
6
月
分
の
児
童
手
当

を
大
和
村
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
で

す
。

※
た
だ
し
、
特
例
給
付
（
児
童
手
当
の
所
得
制
限

額
以
上
の
方
に
、
児
童
一
人
あ
た
り
月
額
５
千
円

を
支
給
し
て
い
る
も
の
）
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
の
認
定
請
求
を
失
念
す
る
等
し
て
、

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児

童
分
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
も
、

支
給
対
象
に
な
り
得
る
の
で
、
平
成
27
年
５
月
31

日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
の
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（2）
対
象
児
童　

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
６
月
分

の
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

（3）
支
給
額　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
３
千
円

（4）
基
準
日　

平
成
27
年
５
月
31
日

■
申
請
期
間　

平
成
27
年
８
月
３
日
（
月
）
予
定
～

■
提
出
書
類　

申
請
書
※
窓
口
で
お
渡
し
し
ま

す
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
へ
は

申
請
書
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

■
給
付
金
の
受
取
方
法

　

申
請
書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
入
金
さ
れ
ま

す
。
※
金
融
機
関
口
座
を
持
っ
て
い
な
い
な
ど
、

振
り
込
み
に
よ
る
支
給
が
困
難
な
場
合
に
は
窓
口

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ご
注
意

・
平
成
27
年
度
は
、
２
つ
の
給
付
金
の
ど
ち
ら
の

要
件
に
も
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
と
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
両
方
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
、
両
方
の
給
付
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
、
申
請
期
間
外
の
申
請
は
受
け
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
申
請
期
間
な
ど
は
各
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
大
和
村
以
外
が
申
請
先
と
な
る
方
は
、
事
前

に
そ
の
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
る
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
村
役
場
保
健
福
祉
課　

臨
時
福
祉
給
付
金
窓

口
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
窓
口

　

電
話
：
５
７
―
２
２
１
８

　

担
当
：
野
畑
・
向
井

難
病
巡
回
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

２
つ
の
給
付
金
に
つ
い
て
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満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人口　1,602 人（△ 48）
男　　　777 人（△ 24）
女　　　825 人（△ 24）
世 帯　 870 戸（ △ 15）

５月１日現在
（前年同月比）

ご
誕
生
お
め
で
と
う

上
村
　
彪ひ

ゅ
う
が雅
（
上
村
拓
三
・
湯
湾
釜
）

上
村
　
青せ

な渚
（
上
村
太
一
・
大
和
浜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

本
田
　
ウ
チ
エ
　
様
（
97
歳
・
宇
検
村
）

川
畑
　
廣
義
　
様
（
89
歳
・
名
音
）

永
田
　
静
　
様
（
100
歳
・
大
和
浜
）

山
田
　
洋
三
　
様
（
76
歳
・
今
里
）

畑
島
　
清
雄
　
様
（
100
歳
・
大
和
浜
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

本
田
　
清
孝
　
様
（
故
本
田
ウ
チ
エ
様
）

永
田
　
一
夫
　
様
（
故
永
田
静
様
）

畑
島
　
セ
ツ
　
様
（
故
畑
島
清
雄
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

原
田
　
朋
和
　
様
（
福
岡
県
）

今
井
　
英
美
　
様
（
東
京
都
）

政
　
文
祐
　
様
（
神
奈
川
県
）

前
里
　
静
　
様
（
奄
美
市
）

藏
満
　
結
花
　
様
（
鹿
児
島
市
）

満
井
　
秀
久
　
様
（
兵
庫
県
）

寺
師
　
一
蔵
　
様
（
愛
知
県
）

鍋
田
　
慶
一
郎
　
様
（
奄
美
市
）

伊
藤
　
富
久
　
様
（
奄
美
市
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

稲
田
　
博
実
　
様
（
奄
美
市
）

里
原
　
廣
光
　
様
（
神
奈
川
県
）

伊
藤
　
富
久
　
様
（
奄
美
市
）

島島
のの

三
人
兄
弟
の
末
っ
子
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と

遊
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大和村フォトコンテスト応募要項
「まほろば大和」古からの風、そして未来へ

第 30 回国民文化祭かごしま２０１５「大和村国民文化祭」

１．趣旨
　大和村は、豊かな自然と、古来より伝統芸能・文化が、地域行事とともに色濃く息づく、魅力溢れるむらです。そ
んな大和村を写真という表現で「まほろば・やまと」の魅力を広く知っていただき、後世に伝えるため、「フォトコ
ンテスト」を開催します。

２．主催等
　文化庁・鹿児島県・大和村・大和村教育委員会・第 30 回国民文化祭鹿児島県実行委員会
　第 30 回国民文化祭大和村実行委員会

３．テーマ
　①「大和村の情景」　　②「まほろばの情景」　※まほろば「素晴らしい場所」「住みやすい場所」という意味。

４．募集期間
　平成２７年６月１日（月）～平成２７年１０月５日（月）　（必着）

５．募集規定
　・応募する作品は募集者本人が撮影し、未発表のものに限ります。
　・応募点数は各テーマ１人１点とします。（組写真不可）
　・カラー、モノクロいずれも可。
　・合成や画像加工をした作品は不可とします。
　　※画像加工とは、実在のものを消したり、無いものを描いたりしたものや色を変えたもの、コラージュ等の加工を指します。ただし、トリミング、

　　　自然な濃度や色味の調整はこれに該当しません。　
　・作品は全てプリントでご応募ください。
　　また、展示等のために、データ又はフィルムも提出してください。
　・スライド、額装、パネル貼り及び台紙貼りは受け付けません。
　・デジタルカメラまたはフィルムカメラで撮影したもの。
　・プリントサイズ：A4 版

６．注意事項
　・他人の名前を使用して応募した場合は失格となります。
　・肖像権侵害・個人情報保護等の責任は負いかねます。
　　応募作品に人物や自動車のナンバーが写っている場合、応募とその後の展示等への使用について必ず本人（被写体）の了承を得てください。
　・立ち入り禁止区域での撮影などはお控えください。
　・撮影者・被写体間のトラブルについては、主催者は一切の責任は負いかねます。
　・応募された作品は原則として返却いたしません。
　・作品の取扱いには、十分注意いたしますが、万一の事故に対する責任は負いかねますので、ご了承ください。

７．審査方法
　第 30 回国民文化祭大和村実行委員により審査を行い、入賞作品を決定します。

８．個人情報の取り扱い
　応募にあたり記載いただいた個人情報は、コンテストにかかわる目的のみに使用します。個人情報の保護に最大限
に努めるとともに、適切な利用及び適正な管理を行います。作品が入選した場合、入選者の氏名、学校名、学年、居
住区等について、広報誌や新聞等に掲載される場合があることをご了承ください。

９．入賞作品の活用
　作品の使用権は大和村に無期限に帰属するものとします。その他、今後主催者が作成する図録・カレンダー・各種
チラシ・ポスター・ホームページなど、大和村や国民文化祭の PR 等に活用される場合があります。

１０．応募・問い合わせ先
　国民文化祭大和村実行委員会（大和村教育委員会事務局）　電話：0997-57-2111

発行・編集 
　大和村役場総務企画課 
　〒 894-3192 鹿児島県 
　大島郡大和村大和浜 100 番地
　TEL 0997-57-2111
　FAX 0997-57-2161
　mail : info@vi l l .yamato. lg . jp
　http://www.vi l l .yamato. lg . jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電
話をご利用の方はここから大和村ホー
ムページ携帯サイトへ簡単にアクセス
できます。それ以外の方は直接 URL を
入力してアクセスしてください。
（http://www.vill.yamato.lg.jp/i/）
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